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　これまで，モロコシを食べるためではなく燃や
すために育てるという発想に注目する人はほとん
どいなかった。穀物学者たちは，当然のことながら，
この植物を専ら食料とみなしてきたのである。し
かし，最近では，火を養うことは人を養うのと同
じくらい難しいことである。ある種のモロコシは，
その助けになる可能性があり，研究が必要である。
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また，燃料は現代生活のさまざまな場面で重要な
役割を担っている。人類の大半は，工場の操業や
電車，トラック，自動車，バスの動力源として可
燃性液体に依存しており，電気はもちろん，可燃
性液体なしでは生活が成り立たない，あるいは少
なくとも耐えられない。しかし，その液体燃料の
代表格である石油の危機が迫っている。
　これからの世紀の最大の課題は，持続可能な代替
燃料の開発であろう。意外なことに，モロコシはそ
の一つかもしれない。実際，モロコシは，多くの国々
に，ポスト石油時代の生活を維持するために誰もが
期待している再生可能エネルギーの未来に向けた大
きな一歩をもたらす可能性があるのである。
　本章では，固体燃料と液体燃料の両方を生産し，
工業製品を生産し，農業生産全体の持続可能性を維
持するのに役立つモロコシの可能性を紹介する。

ファイヤーウッド（焚き木）
　現代の食生活において，食は基本であるが，燃料
も同様に基本である。穀物，豆類，根菜類，そして
多くの野菜は，火を通さなければ食べることができ
ない。
　現在，多くの人が直火で調理している。実際，世
界の 3 分の 1 以上の人々にとって，本当のエネル
ギー危機は薪の奪い合いである。最貧国では，人口
の 90% が調理を薪に頼っている。アフリカや東南
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アジアの一部では，平均的な利用者が 1 年に 1 トン
以上燃やしていることもあるのである。
　食料の確保は何十億もの人々の日常生活の大きな
部分を占めているが，それを調理するための燃料の
確保も同様に手間がかかるようになってきている。
薪はますます手に入りにくくなっている。薪の調達
はますます難しくなり，今では食料の栽培よりも燃
料の調達に時間がかかるところも増えている。アフ
リカでは，「鍋に水を入れるより，鍋を温める方が
コストがかかる」という言い伝えがある。
　近年，薪作物の開発には力が注がれているが，焚
き火用のモロコシの開発を考えるアドバイザーや行
政官はほとんどいない。しかし，ある種は木質化し
た茎を持ち，驚くほどの熱を発することも事実であ
る。将来の薪作物の一つになる可能性は十分にある。
　この茎のしっかりしたモロコシは，これまで燃料
資源としてほとんど研究されてこなかったが，ある
種類については予備的な実験が行われている。エジ
プト産のモロコシは，穀物よりも茎の方が高く評価
されている。エジプトでは燃料として利用されてい
る。ギザ 114 と呼ばれるこの植物は，木質化した固
い茎を持ち，草の茎としては特に高温で燃焼する。
　ギザモロコシについてはほとんど知られていない
が，予備試験の結果によれば，輝かしい未来が待っ
ているかもしれない。例えばペルーでは，調理用ス
トーブやレンガ窯の燃料として生産され，有望視さ
れている。現在，ハイチでもテストが行われており，
燃料としての可能性は十分にあるようだ。
　燃料不足の国では，このようなモロコシが農業の
標準となる可能性は否定できない。モロコシの年間
バイオマス収量は，樹木と同等かそれ以上になる可
能性がある。モロコシの茎の収量は，中国では 1 ヘ
クタール当たり 75 トンと測定されており，おそら
く 1 ヘクタール当たり 10 トン以上の乾燥バイオマ
スがある。これは，最も成長の早い樹木の年間生産
量に匹敵するものである。1 ヘクタール当たりの燃
料カロリーの全体的な生産量も同程度と思われる
が，最も密度の高いモロコシ茎でも，同量の木材サ
ンプルのカロリー生産量には及ばないだろう。おそ
らく，適度な穀物の収穫も可能であろう。
　樹木と比較すると，モロコシは数ヶ月から数週間
で燃料を生産することができるという利点がある。
このことは，今日のような熾烈な薪探しだけでなく，

砂漠や劣化した土壌が残ることで初めて終わるよう
に思える森林や林の破壊を緩和することにもつなが
るだろう。身近な野原で燃料を調達できる人は，遠
くの森まで歩いて行って，かさばる薪を持ち帰るよ
うなことはしない。必要なのは太い幹ではなく，切
りやすく，運びやすく，岩の上に置いた鍋の下の空
間に入れやすい小さな茎なのだ。そのためには，茎
のしっかりしたモロコシが，これからの重要な資源
になるかもしれない。

液体燃料
　国家経済の安定と発展のために，灯油，ガソリ
ン，軽油などの石油系液体燃料は欠かせないものと
なっている。工場や電車，トラック，バスなどの動
力源となるだけでなく，発電や機械，医薬品などの
生産にも利用されている。警察，消防，救急車，公
共交通機関，建設機械などはすべて，内燃エンジン
のシリンダー内で爆発する液体に依存しているので
ある。
　このような理由から，将来の石油供給に対するジ
レンマが高まっており，再生可能燃料，特に既存の
エンジンタイプに適した燃料を調査することが不可

図 2　モロコシの茎は燃料にはならないが，何百万人も
の人々にとって，それが唯一の食料である。デンプン質
の主食はすべて調理しなければ食べられないので，モロ
コシは飢餓の解消に大きく貢献する。( ネイサン・ベン )
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欠となっている。非石油系燃料の中で，エタノール
は現在，自動車輸送に広く利用されている唯一の燃
料である。
　現在，エタノールはサトウキビかトウモロコシか
ら作られているが，将来はモロコシも主要な供給源
になると思われる。モロコシの茎には，サトウキビ
と同じように糖分が多く含まれている。果汁には
13 ～ 20 パーセントの発酵性糖分が含まれている。
アルコール度数も 6% 程度になる。
　アフリカやインドのモロコシの産地では，緑色の
柔らかい茎をサトウキビのように噛んで食べたり，
シロップや糖蜜，砂糖，菓子などを作って食べるた
め，甘い茎の種類がまばらに分布している。アメリ
カ南部では，かつて甘味料の主な原料として使われ
ていた。かつてはアメリカ南部の主要な甘味料だっ
たが，現在では燃料としての可能性も高まっている。
　スイートモロコシには以下のような特徴があり，
将来のエタノール生産に重要である。
・バイオマス収量が高い。
・発酵可能な糖の割合が高い。
・可燃性物質の割合が高い（処理用燃料として）。
・比較的短い成長期間。
・干ばつストレスに強い。
・肥料を比較的必要としない。
　さらに，スイートモロコシからは食用や飼料用の
穀物も生産される可能性がある。モロコシは最も効
率的な植物の一つであり，穀物だけでなく発酵可能
な糖類も生産するため，エネルギーと食糧の両方を
生産する。ほぼ理想的な植物であると考えられる。
サトウキビ産業で使われている技術は，ほぼそのま
ま適用できる。
　スイートモロコシには，サトウキビと比較して多
くの潜在的な利点がある。例えば，熱帯気候に限定
されるサトウキビとは異なり，様々な生育条件に適
応する。水や肥料をあまり必要としない。また，よ
り簡単に植えることができる（茎ではなく種から）。
また，完全な機械化が可能で，サトウキビ畑のよう
に畑を焼く必要がないため，単価を低く抑えられる
可能性もある。
　モロコシは，トウモロコシ（穀物をアルコールに
変換する）と比べて，デンプンではなく糖分を生産
することができるのが利点である。その結果，モロ
コシのジュースは，最初の加水分解の費用や遅延な

しに，直接発酵させることができる。
　最近，少なくとも 3 カ国の研究者がモロコシの燃
料としての可能性を評価し始めた。以下の例が示す
とおりである。

インド
　インド南部では，穀物と糖分を含んだ茎の両方を
収穫できるモロコシの品種の可能性が模索されてい
る。Nimbkar 農業研究所（NARI）の技術者たちは，
この両用品種が，食料，それを調理する燃料，その
生産を助ける家畜に与える飼料の 3 つの問題を解決
することを発見している。植物の上部からは食用と
なる穀物が，茎からは燃料となる糖（アルコール）が，
そして糖を抽出した後に残る果肉からは家畜の飼料
が得られる。
　これまで多目的モロコシは，個々の生産物の収量
が少ないという理由で敬遠され，見過ごされてきた。
しかし，NARI の研究者たちは，そうではないこと
を示そうとしている。1 ヘクタールのモロコシから，
年間 2 ～ 4 トンの穀物，2000 ～ 4000L のアルコール，
3 ～ 5 頭の牛の飼料となる砕いた茎が得られるとい
うのだ。発酵には，NARI はサッカロミセス・セレ
ビシエの菌株を使用している。平均的な発酵効率は
90% で，発酵プロセスは 48 ～ 72 時間で完了する。
　もちろん，燃料用アルコールの「栽培」という発
想は，決して新しいものではない。しかし，他のほ
とんどのプログラムは，アルコールを蒸留するのに
必要な燃料費が経済的に見合わず，失敗に終わって
いる。そこで NARI は，太陽熱を利用した蒸留器を
開発し，太陽熱集熱器により高温で蒸留できるよう
にした。パイロットモデルは，平板太陽集熱器（面
積 38 m2）と温水貯蔵タンク（容量 2,150L）を組み
合わせたものである。また，加圧ランタンと無加圧
ランタン，そして蒸留器から直接取り出した水性ア
ルコールで作動する芯のないコンロも開発した。
　NARI は，この多目的モロコシと適切な技術の組
み合わせにより，理論的には 2000 年までにインド
で必要なすべての自動車燃料をまかない，マハラ
シュトラ州で現在使われている灯油を完全に代替
し，マハラシュトラ州のすべての牛の飼料の 80%

を供給することができると提案してる。実際には，
このようなレベルに達することはないだろうし，砂
糖も生産すると穀物の収量が落ちるのは自明の理で
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あるが，NARI のコンセプトは，モロコシを世界の
エネルギー資源として押し上げる大きなブレークス
ルーとなり得る強力なものである。そして，モロコ
シが茎に糖分を多く含み，穀物収量が高いというの
も，あながち夢物語ではないのかもしれない。テキ
サス州の研究者は，砂糖の高収量は穀物の高収量と
相容れないものではないことも発見している。

米国
　米国では，1978 年から 1984 年にかけて，アルコー
ル用モロコシの大規模なプロジェクトが実施され
た。このプロジェクトの一環として，ネブラスカ大
学が，再生可能燃料のみを使用した実証農場を開発
した。アルコール生産の主要作物はスイートモロコ
シであった。急速に成長し，大量の砂糖を生産する
交配種が作られた。
　温帯地域におけるスイートモロコシの主な制約
は，収穫時期である。凍結の可能性がある場所では，
凍結前に作物を集めなければならないため，収穫期
間が大幅に短縮される。傷んだ茎の糖分は発酵し始
める。

ブラジル
　エタノール燃料のパイオニアといえばブラジルで
ある。すでに燃料用アルコールは全国で大規模に使
用されている。しかし，その原料はほとんどサトウ
キビである。そのブラジルで，スイートモロコシと
いう作物の利用が検討されている。モロコシは，サ
トウキビが手に入らない季節にアルコールを供給す
ることができるのだ。ブラジルのサトウキビは通常
6 月から 11 月の間に収穫できる。スイートモロコ
シの収穫期は 2 月から 5 月である。
　モロコシは毎年生産されている。サトウキビの茎

もモロコシの茎も，同じ装置で処理される。
ブラジルの研究者たちは，副産物を食品，飼料，肥
料，繊維として利用する統合システムにモロコシを
組み込むための研究も進めている。さらに，この技
術をマイクロスケールで応用し，分散型産業で燃料
を経済的に生産できるようにしようとしている。こ
れにより，輸送コストを削減し，農家が自分たちで
エネルギーを生み出すことができるようになるかも
しれない。

モロコシの脇役たち
　世界中でモロコシはほとんどが食用か飼料用に栽
培されており，（先ほど述べたように）燃料用も少
し栽培されている。しかし，モロコシはそれ自身の
ためではなく，他の作物のために栽培されていると
いう，興味深い使い方もいくつかある。以下はその
3 例である。

土壌の再生
塩類土壌
　最近，モロコシとスダジイ（モロコシの特殊品種）
の交配種が，ナトリウム化合物で痂皮（かさぶた）
状になった塩性土壌を修復する能力があることが判
明した。米国農務省アイダホ州キンバリーの農業局
土壌・水管理研究部長デービッド . L. カーター氏は
次のように述べている。「これらの限界集落の土地
に良い飼料を生産すると同時に，これらの土壌の一
部を人間が食べるための作物に再生するだろう」と
予測している。
　ソルダンの根が放出する酸は，炭酸カルシウムや
石灰を溶かし，その際にカルシウムを放出する。そ
して，カルシウムは土壌中のナトリウムを置換する。
ナトリウムは二酸化炭素と反応して炭酸水素ナトリ

　ブラジルのクルマはモロコシで走るか？
　ブラジルは，燃料用アルコールの普及で世界をリードしている。1993 年には約 430 万台，自動車保有台数の約
40％がエタノールを燃料としている。このエタノールの原料のほとんどがサトウキビだが，将来はモロコシも原
料になるかもしれない。
　ブラジルの研究者は，スイートモロコシが 110 日間で 1 ヘクタールあたり 22 〜 45 トンの原料バイオマスを生
産できることを明らかにした。茎に含まれる発酵性固形物（80％の糖分と 20％のデンプン）は，1 ヘクタールあ
たり 2.5 〜 5 トンになる。生産量を最適化するため，酵素を加えて茎に含まれるデンプンもアルコールに変換さ
せる。このようにして，1 トンのスイートモロコシの茎から 74 リットルの 200 度アルコールが得られる可能性が
あることが，研究により明らかになった。
　このような発見は，世界中の国々にとって重要な意味を持つ。遠い将来，石油が枯渇したとき，モロコシで文
明を維持することができるかもしれないのだ。ブラジルは，この驚くべき植物が私たちの未来に重要な役割を果
たすことを，またひとつ教えてくれた。
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ウムになり，植物への害が少なく，雨でほとんど洗
い流される可溶性の塩となる。ソルダンを約 2 年間
栽培した後，農家はその土壌を通常の作物に再利用
できることが多い。

有毒土壌の再生
　ネブラスカ州リンカーンの米国農務省科学者は，
モロコシが土壌から汚染物質を吸収する優れた能力
を持っていることを発見した。その研究によると，
モロコシは土壌から過剰な窒素を効率的に除去する
ため，窒素を含む廃棄物を発生させる都市や畜産業

（フィードロットなど）の廃棄物処理問題を解決で
きる可能性があるという。「私たちはモロコシが本
来持っているスカベンジャーとしての能力を利用す
ることができました」とケネス . J. モアは言う。「モ
ロコシは，回復力の弱い植物を枯らすような有毒な
土壌で繁茂し，その浸透性の高い根は，膨大な量の
土壌中の窒素を捕捉することができる。
　農学者のムーアと同僚の植物遺伝学者のジェフ
リー・F・ペダーセンは，現在，窒素を除去するだ
けでなく，安全かつ経済的に利用できるように戻す
システムを開発している。高濃度に汚染された土壌
にモロコシを植え，生育期間中に数回刈り取り，そ
の葉を家畜に食べさせるのだ。このプロセスの鍵は，
モロコシの丈夫な生長と幅広い根系にある。
　このような環境対策は，昨今では非常に貴重なも
のとなっている。例えば，ネブラスカ州では，都市

ごみと家畜排泄物を休耕地に散布して処理すること
が一般的である。その結果，窒素が過剰に蓄積され
るという問題がある。「フォレージモロコシを適切
に管理された作付体系に植えることで，生産者は安
全に窒素を再利用することができます」とモア氏は
言う。
　2 年前，モアとペダーセンは下水汚泥処理場で，
穀物タイプ，飼料タイプ，熱帯タイプ，スイートモ
ロコシ，モロコシ - スーダングラスのハイブリッド
など，数種のモロコシを植えてプロジェクトを開始
した。土壌には 1 ヘクタールあたり 400kg の窒素が
含まれていた。熱帯性モロコシとその交配種は土壌
から最も多くの窒素を吸収し，平均 200kg を除去し，
1 シーズンで 1 ヘクタールあたり 20 トン以上の乾
物を収穫した。
　「私たちはもっと期待したのですが，初年度の
生育期間が短く，涼しいことが判明しました」と
ムーア氏は言う。通常の条件下では熱帯モロコシは
300kg もの窒素を吸収し，1 ヘクタールあたり 25 ト
ンの乾物を収穫する。
　モロコシは非常に効率的な捕捉剤であるため，葉
の中の窒素レベルが実際に家畜に有害なレベルまで
蓄積される可能性がある。この硝酸塩中毒の可能性
に対処するため，研究者はモロコシの硝酸塩含有量
を評価した。ほとんどのモロコシは有毒レベルかそ
れに近いものでしたが，サイレージ処理（乳酸発酵）
により，家畜への脅威は取り除かれた。

　塩分を含んだ土壌に新しい生命を
　この数十年間，灌漑は世界の食糧供給を破滅から救ってきた。しかし，灌漑には根本的な欠陥がある。灌漑が
最も盛んな乾燥地帯では，蒸発によってソーダと塩が余剰になるのだ。このような塩質土壌は，最悪の場合，自
己密封状態になり，内部構造が崩れ，水は表面で無駄に滞留するだけとなる。しかし，モロコシはそれを解決す
ることができる。
　モロコシは，根から大量の糖分が滲み出てくる。通常は土壌微生物がこれを食べてくれるのだが，モロコシは
嫌気性土壌で微生物がいないため，化学的な処理で糖分を分解する。そこで，化学的な処理で糖分を分解し，二
酸化炭素を発生させる。弱い天然酸である二酸化炭素は，可溶性のアルカリ（炭酸ナトリウムと炭酸水素ナトリ
ウム）と反応して，酢酸と少量のギ酸を生成する。これらの強い酸は，今度は炭酸カルシウムなどの不溶性アル
カリと反応する。したがって，モロコシの全体的な効果は，アルカリ性を下げ，ミネラルをより可溶性の高い形
に変えることである。そして，そのミネラルが流されると，土壌の空隙が再び開かれる。
　このプロセスは驚くべき効率で行われる。米国農務省の研究者たちは，モロコシ（主にソルダンとスーダング
ラスと呼ばれる飼料用品種）を使って，ナトリウムの影響を受けた限界土壌を 1 シーズンで再生させた。作物が
育たないほど有毒な土地で，モロコシを 1 シーズン植えただけで，大麦やアルファルファの立派な立ち木ができた。
塩分に非常に敏感な豆類は，モロコシで 2 シーズン，3 シーズン育てられるようになった。1 シーズンのうちに，
アルカリ度が pH1 単位分下がり，カルシウムの溶解度が 10 倍になることも珍しくはない。しかし，最初のうちは，
植物がスカスカになり，発育不良で黄色くなる。これは，モロコシが非常に弱い鉄欠乏が原因であることが分かっ
ている。しかし，「酸性化メカニズム」が働くと，植物中の鉄分濃度が急上昇し，緑色になり，急速に成長するの
である。
　このプロセスは，単に土壌を再生させるだけではない。研究者たちは，飼料用モロコシで記録された最も高い
乾物生産量を，特に夏の暑い時期に得ることもできている。乾燥重量は 1 ヘクタールあたり最大 67 トン。
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　さらに改良を加えれば，このプロセスは，都市や
産業から出る廃棄物から窒素（そしておそらく他の
汚染物質も，有用なものと危険なものの両方）を継
続的に除去する方法であることが証明されるかもし
れない。「モロコシとスダグラスの交配種は，ネブ
ラスカ州をはじめとする中部平原や中西部の州で今
とても人気がある」とペダーソンは言う。「有機廃
棄物を消費するために，すぐにでも使えるでしょ
う。」

風による侵食
　世界中の研究者がモロコシを生かすために努力し
ているが，ジェームズ・D・ビルブロ Jr. はモロコ
シを枯らすことに関心がある。彼は，テキサス州の
農地から土をまい上げ，アメリカの風景に渦巻く冬
の風を阻止したいと考えている。死んだモロコシは，
その答えのようだ。
　テキサス州ビッグスプリングに住む米国農務省の
農学者ビルブロは，作物が収穫され土地がむき出し
になる長く寒い冬に，農地を保護する方法を模索し
ている。現在，彼の地の農家では通常，特別な作物
を入れて土地を覆い，土壌をピンと張った状態に
保っている。この植物は雪の下でも生き残り，再び
主要作物を植えるための土地を取り戻すために，農
家は最終的に除草剤で植物を殺さなければならな
い。
　ビルブロは問う。自然がやってくれることなのに，
なぜ除草剤にお金をかけ，環境を危険にさらすのか。
夏の終わりから秋にかけて，彼は暖地性の作物を植
え，それが非常によく働くことに気づいた。12 月
には枯れてしまうが，地面の 60% 以上を覆ってい
るので，風による侵食もない。
　ビルブロ氏がテストした 16 種類の作物の中で，
飼料用モロコシは最も有望である。農家にとっては，
経費節減になり，環境にも優しく，霜が降りるまで
の期間が短いため，後続の作物のために水分を多く
残すことができるため，近いうちに土壌保護に使わ
れるようになるだろうと彼は考えている。
この技術はテキサス州のハイプレインズで開発され
たものだが，寒冷地において風食が問題となる場所
であれば，どこでも役に立つと思われる。
　これは主要な食用作物にとっては些細なことに思
えるかもしれないが，実はその可能性は非常に大き

い。風による被害は 174 万ヘクタール，前回の風
食シーズン（1991 年 11 月から 1992 年 5 月）に 10

州の大平原地帯の農地と放牧地そして，600 万ヘク
タール以上が，風によって表土を失う危険性がある
と報告された。しかも，それはアメリカ国内だけの
話である。

雑草対策
　以前は，農家は雑草をコントロールするために多
くの植物を輪作で使用していた。しかし，近代的な
除草剤の登場により，この方法は廃止され，最も収
益性の高い換金作物の栽培が継続されるようになっ
た。このような農家の人々が知っていたこと，そし
ておそらく忘れていたことが，現在では科学的に明
らかにされつつある。米国の例では，モロコシが挙
げられる。
　アメリカの農家は毎年 2 億キロ近い除草剤を散布
しているにもかかわらず，100 億ドル相当の作物を
雑草に奪われている。しかし，ネブラスカ州のあ
る農家，ゲリー・ヤングは除草剤を一切買わずに，
100 ヘクタールの作物を順調に育てている。10 年ほ
ど前，ヤングはモロコシを栽培した翌年，畑の雑草
が通常より少なくなっていることに気がついた。そ
れ以来，彼は化学薬品ではなく，モロコシに頼るよ
うになった。そして今，モロコシが除草剤として有
効であることを証明するものが増えつつある。サウ
スダコタ大学の生物学者フランク・アインヘリグと，
同州ヤンクトンのマウントマーティ大学の生態学者
ジェームズ・ラスムッセンは，ヤングの農場で最近
3 年間のフィールドテストを完了した。6 ヘクター
ルの試験圃場に，モロコシ，トウモロコシ，大豆を
植え，翌年の作物の雑草の数を測定した。モロコシ
の植えられた区画では，作物の植え付け時に雑草の
苗が 3 分の 1 しか生えてこなかった。除草剤も耕作
もしない真夏でも，雑草の総量は前年にトウモロコ
シと大豆を植えた区画より 40% 少なかった。
　驚くべきは，モロコシが穀物に影響を与えること
なく広葉樹の雑草を抑制したことである。モロコシ
は選択的な「除草剤」であるため，穀物農家にとっ
て特別な重要性を持っている。（モロコシに続く広
葉樹の作物は収量が悪くなりやすいことも知られて
いる）。
　有効成分は，モロコシの根から出るフェノール酸
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とシアノゲニン・グリコシドであると考えられてい
る。フェノール酸は植物細胞膜に影響を与え，植物
の吸水能力を低下させる。また，細胞分裂やホルモ
ン活性を阻害し，種子の発芽や苗の初期生育とのび
を阻害するようである。
　シアノ配糖体は，分解するとシアン化合物を含む

二次物質になることが知られている。「シアン化合
物は，あらゆる生育システムに対してかなり強力な
阻害要因になる」とアインヘリグは指摘する。
　ゲリー・ヤングの最新の技術では，秋にモロコシ
を植え，冬の間に凍らせる。枯れたモロコシは一年
を通して雑草，特に広葉樹の雑草をほぼ完全に抑制
した。翌シーズンに残渣に植えるスナップビーン（サ
ヤインゲン）などの作物は，ほとんど雑草を駆除す
る必要がなかった。現在，ヤングの隣人の多くもモ
ロコシを植えており，除草剤を使わずに適度な雑草
抑制効果を得ている。
　アフリカでは，こうした効果は特に重要かもしれ
ない。現在，アフリカの農業で最も重労働とされて
いるのが除草である。そのほとんどは手作業で，な
かには手と膝を使って行うものもある。昔ながらの
やり方に戻れば，この問題は解決するかもしれない。
モロコシからトウモロコシへの転換が，アフリカの
雑草問題を悪化させている可能性があるのだ。しか
し，将来的にはモロコシはトウモロコシ農家の最良
の友になるかもしれない。モロコシとトウモロコシ
の輪作は，両者に利益をもたらすかもしれない。

　モロコシは季節を救う
 　本書が示すように，モロコシは優れた作物であるが，最近，次のような体験をしたことに私たちも驚いている。
　テキサス州ラボック周辺では，昔から綿花が王者として君臨してきた。春に雨が降り（秋も），その後の暑く乾
燥した時期に綿花が繁茂するのだ。しかし，1992 年の春，作付けの時期に雨が降り，記録的な低温に見舞われた。
地域全体で，80 万ヘクタール以上が異常気象のために失われた。涼しくて湿気があるため，長年にわたって蓄積
された土壌の病気や害虫が放出され，綿花の苗はすぐに屈服してしまったのだ。
　連邦政府は綿花の損失を宣言し，農家への災害補償金を支給することを決定した。しかし，農家は予想外の問
題に直面した。土地がむき出しになり，夏の風で吹き飛ばされたり，後の雨で流されたりする恐れがあったのだ。
地面を覆うものが必要なのだ。そこで絶望の中で 60 万ヘクタール近くにモロコシの種まきをすることにした。
　一見，簡単そうに見えるこの作業にも，難題があった。綿花畑には，残留性が高く，草を枯らす効果のある除
草剤が使用されていたのである。これではモロコシは生きていけない。そこで，「リスタープランター」という昔
ながらの農機具を使えばいいのではと，誰かが言い出した。50 年前，農家はこの二枚板のプラウを使っていたが，
あまりに古く，エネルギー消費も大きいのでやめてしまったのだ。
　しかし，1992 年の非常時には，まだ古い耕運機が眠っているところがあるのではと，町中を探し回った。その
中には，納屋の裏側でひっそりと錆びているものもあった。
　そして，リスターが残した畝に通常の方法でモロコシの種を植えるのではなく，溝に植えたのである。その方
が根が水分を吸収しやすいし，何より有毒な表土が削り取られている。
　それ以上は何もしなかった。この砂地は綿花栽培のために窒素肥料で処理されており，雨で肥料が根の深さま
で溶け出しているだろうというのが大方の見方だったが，誰もが，溝植えとモロコシの深い根が組み合わさって，
少なくとも土地を覆うだけの固まりを確保できるだろうと期待していたのだ。そして，その先にあるモロコシの
粒の収穫を期待する者もいた。
　そして，1992 年の秋に収穫を迎えた。遅植え，最小限の準備，無投入でも，その乾燥地帯では記録的な収穫だっ
た。1 ヘクタールあたり 4,500kg という数字は，実はモロコシの全国平均に匹敵するものだった。エレベーター
が溢れるほど予想外の大豊作で，穀物は街中に大量に積まれることになった。なかには，長さ 1.5 キロメートル
にも及ぶものもあった。農家は，災難に見舞われても，これ以上ないほどの大もうけである。
　だから，テキサスの綿花農家がモロコシを尊敬の念を持って見ているのは不思議なことではない。以前は輪作
作物として使っていたが，また使いたいと思うようになったのだ。モロコシは 4 年に 1 回植えることで，綿花の
害虫や病気が土壌に蓄積されるのを防ぎ，綿花の不作を避けることができると考えている。また，土壌の傾斜を
改善し，浸食を減少させ，地域の農業を多様化させることができるかもしれない。

図 ３ 1992 年，テキサス州ラボック近郊の典型的な風
景。予想外の記録的な大豊作の一端。(A.B. Maunder)
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作物のサポート材として
　西アフリカの農家では，ヤマイモの苗を支えるた
めにモロコシを使っている。茎が棒（槊

さくじょう
杖）のよう

になっている特殊なものを使っている。ヤマイモの
苗は非常に重いので，モロコシがそれを支えること
ができるのは，その強さを示す目で見れる証拠であ
る。ヤマイモのつるは高さ 3 メートル，重さ 50 キ
ロにもなる。ベト病の原因となる地面から離すこと
ができれば，収量が飛躍的に増加する。
　実は，これは見た目以上にすごいことなのだ。実
際，モロコシは見かけよりももっとすごい。モロコ
シは，ヤマイモが成熟して枯れてから 8 ヶ月たって
も，その押しつぶされそうな重さを支えているのだ。
農家はモロコシの茎を折り曲げて，高さ 1.2m ほど
の絡み合った「トレリス」（格子垣）を作る。ヤマ
イモは，前シーズンのモロコシの枯れ茎で編まれた
この壁の上で育つ。
　このような扱いに耐えられる植物はほとんどな
い。テント状の天蓋に覆われたヤマイモは，熱と湿
気を閉じ込め，さまざまな種類のカビやベト病，腐
敗を促進する。そのため，モロコシは枯れてもカビ
に強い植物でなければならない。
　これまで，ヤマイモを杭にしたモロコシはあまり
注目されてこなかった。中南米では，トウモロコシ
の茎で豆を支えるという伝統的な方法が紹介されて
いるが，アフリカでは，それ以上に素晴らしい方法
があることはあまり知られていない。この強い茎を
持つモロコシは，例えば，以下のような多くの一年
草のつる性植物に最適であろう。
・マクロピチリウム : 非常に有望な熱帯の飼料用マ

メ科植物。
・ウィングドビーン : 安価な栽培方法が見つかれば，

熱帯地方の主要作物になる可能性のあるつる性の豆。
・ライ豆，インゲン豆，エンドウ豆，ランナー豆の

つる性タイプで，収量が最も多い品種だが，支柱
を立てる費用がかかるため，あるいは支柱がない
ため，あまり栽培されない傾向がある。

・豆類，カボチャ，その他トウモロコシ上で伝統的
に栽培されているつる性植物。モロコシに切り替
えることで，この有用な方法を，トウモロコシに
は乾燥しすぎている場所にも拡大できるかもしれ
ない。

工業製品におけるモロコシ
　厳密には，本書は食物を生産する植物に関するも
のであるが，モロコシの物語を終えるにあたり，こ
の植物が工業用や家庭用の日用品の原料として実際
に，そして潜在的に役立っていることを垣間見ない
わけにはいかないだろう。

繊維資源
　アフリカやアジアの農村部では，モロコシの茎を
様々な用途に利用することができる。例えば
・屋根の葺き替え
・寝袋やバスケット（皮をむいた茎から作られる）。
・伝統的な楽器の弦（ナイジェリアなどでは，剥い

た樹皮をこのように使用する）。
　中国では，茎がしなやかで密度が高く，特に強い
タイプが開発された。通常，ガリアン・モロコシと
して知られ，フェンスや壁，多くの家庭用品，ピッ
クアップトラックの荷台よりも大きな穀物容器を構
築するために使用されている。

ブルームコーン
　ブルームコーンもこのガリアンモロコシの仲間で
ある。食用，飼料用，燃料用としてではなく，花頭（花
序）から生える剛毛のために栽培される特別なモロ
コシである。この硬くて非常に強い藁のような突起
は，長さが 60cm にもなる。数世紀にわたり，人々
はこれを箒や刷毛の材料として
使ってきた。
　ブルームコーンは，中世に
地中海沿岸で開発されたよう
だ。（1596 年以前にはイタリア
で栽培され，その後すぐにス
ペイン，フランス，オースト
リア，南ドイツで栽培される
ようになった。
　このモロコシの伝来以前，
ヨーロッパの家屋や倉庫，玄関
先，道路など，ほこりや土，葉，
馬糞などがたまる場所では，藁
をゆるい束にして掃き掃除をし
ていた。しかし，藁はすぐにボ
ロボロになるだけでなく，強度
がなく，バネがないため，隙 図４　Broom corn
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間からゴミをはじき出すことができなかった。した
がって，ブルームコーンはヨーロッパの公衆衛生に
最も有益な進歩の一つであったといえる。
　アメリカでは，ブルームコーンはヨーロッパ以上
に重要な役割を果たすようになった。この奇妙なモ
ロコシを導入したのは，ベンジャミン・フランクリ
ンとされている。彼は 1725 年（当時 19 歳）にイギ
リスから種を持ち込んで，北米で初めてブルーム
コーンを栽培したらしい。しかし，それは定着した。
1781 年，トーマス・ジェファーソンは，ブルームコー
ンをバージニア州の重要農作物 6 種のうちの 1 つに
挙げている。以来，何十億本もの長持ちするブラシ
や箒の基礎となったのである。
　人工繊維や掃除機など，本来なら掃き捨てるほど
あるはずの競合の中で，ブルームコーンは米国で健
在である。現在，このモロコシから作られた製品は，
アメリカの何百万という家庭，倉庫，店舗，工場，
製鉄所，製錬所，綿花工場，納屋などで使われてい
る。その用途は，泡立て箒から，大まかな掃除や特
殊な用途に使われる庭箒まで，多岐にわたる。
　その後，米国ではブルームコーンの開発がかなり
進んだが，他の国ではほとんど注目されていないよ
うだ。これは驚くべきことであり，調査すべきこと
である。ルワンダからロシアに至るまで，何十カ国
もの国々が藁の束で掃き掃除をしている。ルワンダ
からロシアまで数十カ国で，まだ藁の束で掃き掃除

をしているのだから，この花付きモロコシは彼らに
とっても福音になるかもしれない。
　ブルームコーンという植物は，他のモロコシとは
違う。茎は乾いていて硬い。穀粒は小さく，長い楕
円形の殻のようなもの（グルーム）に包まれている
ことが多い。箒やブラシの原料とされることが多い
が，他にも重要な用途があるはずだ。例えば，フラ
ンスでは，ブルームコーンの茎は紙として使われて
いる。高密度に植えることで，繊維の収量が非常に
高くなるという。パルプは，クラフト紙，新聞紙，ファ
イバーボードなどの製造に使われる。
　デンマークの科学者たちは，節間から出るチッ
プを使って，良い羽目板を作った。ジンバブエで
も同様の製品が研究され始めている。しかし，そ
の可能性を知るにはまだ十分な調査が行われてい
ない。
　中国の研究者は，トールモロコシを合板の製造
に利用している。このプロセスはうまくいってい
るようで，木材よりも強度の高い製品を得ること
ができる。

染料
　モロッコの革の色は，特殊なモロコシから抽出し
た赤い染料から得られると言われている。この赤い
種はサハラ砂漠以南のアフリカで育ち，昔はサハラ
砂漠を越えてフェズなどにキャラバンで運ばれてい

　レッドモロコシの上昇
　西アフリカの一部では，食用には適さない（毒がある場合もある）モロコシが栽培されている。この植物は，
小屋の周りや畑の端で防風林として役立っているが，それ以上に重要なのは，大量の葉鞘を提供してくれること
である。
 葉の茎を包む羊皮紙のような錆びた色のこの包みは，伝統的に革製品の色付けに使われる顔料を提供する。スー
ツケース，靴，帽子，バスケット，ブックカバーなど，何百万もの製品がこの方法で鮮やかな赤色を実現している。
モロッコの革製品で有名なフェズの緋色の炎は，このモロコシ科の植物（race caudatum）に起源を持つ。
 　従来は，葉鞘の束を家内工業的な手間ひまのかかる工程で取り出していた。しかし今，この手間と不確実性の
高い技術が更新されつつある。ブルキナファソでは，1989 年からワガドゥグ大学有機化学研究室のムフーシン・
ナクロが，より汎用性の高い新しい方法を開発してきた。彼は，モロコシの染料を大規模に生産する可能性を切
り開いているのである。
　ナクロの染料抽出プロセスには，シンプルな手法と最新の材料が使われている。モロコシの鞘を砕き，溶媒を
加えて乳化液を分離し，それを遠心分離機にかける。これによって，純粋な顔料がブルゴーニュ色の粉末として
得られ，すぐに使用でき，安全に保管することができる。
　ナクロ教授が発見した色素は，アントシアニンの混合物である。主成分のアピゲニンは，世界各地の食品産業
で使われている天然着色料と同じものである。しかも，最近は合成着色料の害が疑われているため，ますます求
められている。
　レッドモロコシの葉鞘には 20％以上のアピゲニンが含まれており，これほど大量のアピゲニンが含まれている
のは，レッドモロコシだけと言われている。現在最も一般的な供給源である赤ブドウの皮に含まれる量の 4 倍以
上も含まれている。
　ブルキナファソの新しいプロセスは工業規模で容易に再現でき，染料の商業生産はモロコシの新しい貴重な利
用法を生み出す可能性がある。
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た。最近は天然染料（特に赤）の需要が増えている
ので，もう一度商業生産ができるかもしれない。

樹脂
　アフリカ産の黒粒モロコシ「シャウヤ」は，工業
用樹脂の生産に有望である。

動物用飼料
　モロコシの飼料としての開発は，おそらく米国が
世界をリードしている。モロコシは現在，米国の温
暖な地域全体で重要な動物飼料となっている。
　米国では古くから栽培されているが，グレインモ
ロコシが初めて米国の主要作物となったのは 1930

年代で，矮性品種が育成された時である。矮性品種
は大規模経営やコンバイン収穫に適しており，作付
面積は増加の一途をたどった。第二次世界大戦後ま
もなく，モロコシはテキサス州で最も重要な換金作
物となり，他のいくつかの州でも貴重な資源となっ
た。
　そして 1950 年代後半にモロコシに雄性不稔性が
発見された。これによって交配が可能になった。南
アフリカ，エチオピア，スーダンを原産地とするモ
ロコシが交配され，ハイブリッドが誕生し，収量
が 40% も跳ね上がったのである。その結果，モロ
コシの作付面積は大幅に増え，やがてアメリカの動
物たちがモロコシの穀物で生活するようになった。
1957 年には，米国のモロコシの約 15 パーセントが
ハイブリッド型であったが，2-3 年のうちにその割
合は 90 パーセントを超えた。
　現在では，年間約 1900 万トンのモロコシの穀物
が生産され，何百万というアメリカの牛，豚，鶏，
七面鳥が，モロコシの穀物を食べて，肥育している。

生産は大平原地帯を中心に，メキシコ湾からダコタ
にかけての広大な地域に及んでいる。
　しかし，この作物はそれ以上に重要な飼料である。
アメリカのモロコシは，穀物用として収穫されるの
は全体の 3 分の 2 程度で，残りの大部分も飼料用と
して使われる。しかし，それらはフォレージやサイ
レージにされたり，放牧のために畑に残されたりす
る。このように，穀物ではなく葉を利用するように
なったのは，1909 年頃に導入されたスダジイ草が
きっかけである。このイネ科のモロコシは，その後
グレインモロコシと交配され，「モロコシ - スーダ
ン」交配種が誕生した。これらの交配種は現在，平
原諸州の乾燥地帯や，他の飼料が真夏の干ばつや害
虫の被害を受けることのある南東部で広く利用され
ている。
　モロコシは過去 50 年間に急速に発展したが，ア
メリカ人が主に家畜の飼料として開発したという事
実は，ある意味不幸なことである : 品種は通常，茶
色または赤色の種皮を持ち，食糧生産には周辺的な
関連性しかない。さらに，この作物は「動物の餌」
という汚名を着せられた。今になってようやく，モ
ロコシは人が食べられるものだという認識が全国的
に広まってきた。現在，アメリカの農家は，茶色や
赤の種子を捨てて，黄色や白の種子を持つ食用穀物
のモロコシを増産している。この作物を扱う人々で
さえ，「モロコシ」という名前はアメリカ人の心の
中にあまりにも多くの悪い意味合いを持たせている
と考えている。研究者のブルース　マンダーは，白，
クリーム，黄色の粒が「太陽のよう」であり，受粉
から収穫まで直接太陽の光にさらされることを根拠
に，「sungrain」という名称を提案している。
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